
もともと福岡県で高校の美術講師として勤めていました。岡山
に戻ってきたのは４年前。鏡野町に地域おこし協力隊として着任
しました。より幅広い方へ身近に芸術を楽しんでいただこうと学
校や保育園、幼稚園、こども園、地域の方々と協力しながら出張
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河内さんの
ワークショップの様子

子どもを対象とした講座が充実！

鏡野町中央公民館では、子どもを対象とした講座を多く開いています。どの講座も人気が
あり、町内だけでなく近隣地域からも応募があるため、講座の定員を超えることもあります。

公民館こうさく室夏休み公民館すくうる わくわく科学教室

特に子どもたちに人気の講座が「かがみの未来じ
ゅく」です。「かがみの未来じゅく」は町内や近隣地
域を会場として、鏡野町だからできる体験を年間を通
して行う講座です。講座の実施には地域の方々にもご
協力いただきながら、地域ぐるみで子どもたちの体験
を応援しています。
今年度は５回開催する予定で、７月７日（日）には

第２回の「自然にふれてみよう」を実施しました。

鏡野町中央公民館では、子どもを対象とした講座を長く行っており、子どもたちや保護者
は毎年、講座が開かれるのを楽しみにしています。定員を超える応募があるため、初めての
参加者を優先し、公民館に関わる子どもたちを増やす工夫をしています。

第１回 山登りをたのしもう
第２回 自然にふれてみよう
第３回 リズム遊び
第４回 スクラップブッキング
第５回 クロスカントリースキーを

体験しよう

「かがみの未来じゅく」

鏡野町
中央公民館

夏休み期間中に４回、
二ュースポーツや町内の施
設(美術館や観光施設)見学
等のさまざまな体験を実
施！親子で楽しい講座です。

県北のアーティストが講
師となって一緒に作品を制
作！今年度は木工、染色、
粘土を予定。３才～小学生
の工作好きが集まります。

年間９回に渡り、学校で
も人気の実験を拡大して公
民館講座で実施！本格的な
講義から実験まで、みんな
で一緒に楽しく勉強します。

第２回 自然にふれてみよう

鏡野町は鏡野、奥津、富、上齋原の４つの地域があり、町内に
住んでいても知らない地域の魅力がたくさん眠っています。それ
らを知ってもらう事は子どもたちだけでなく、保護者にとっても
新たな発見で視野を広げ、郷土愛を育むことにもつながります。
今回は富地域の特産品である「ひらめ(アマゴ)」のつかみ獲り

を子どもたちが体験しました。当日は生きているひらめを前に子
どもから大人まで大はしゃぎ！獲ったひらめはその場で塩焼きに
して、みんなでおいしくいただきました。

出動！工作ワークショップ！

鏡野町で公民館専門員として働いている河内大樹さん
を紹介します。

★ 子どもたちの感想 ★
「いつもはできない事が体験できて楽しかった！」「川がきれい
で冷たい水が気持ちよかった！」「ひらめがおいしくてたくさん
食べた！」「いろんな事をこれからもたくさんやってみたい！」

鏡野町は、中央公民館の他に１２館の地区公民館があります。それぞれの地区で公民館講
座の開催や貸館、地域行事の協力などを行っています。また、地区公民館の館長とは夏期文
化講座や二十歳を祝う会、６年生全員を表彰する「かがみのっ子表彰」事業など、町が主催
する生涯学習事業においても、地域ごとのとりまとめや当日の運営などで連携をしています。

・公民館連絡会議

毎月初旬に地区公民館長が集まり、連絡会議を開催します。会議
では、その月の公民館ごとの行事予定の確認や事務連絡、意見交換
を行っています。会議の中で話題になった他館の取り組みを参考に
し、時には共催で行事を開催することもあります。

・公民館報の発刊

地区公民館では、毎月各館ごとに公民館報を発行し、地域住民の
方へ配布しています。中には通算８００号を数える歴史ある館報も
あります。毎月の公民館連絡会議に持ち寄り、館報を活用して他館
の取組を共有しています。

・地区公民館の改修

トイレの洋式化やＬＥＤ照明への更新、エアコンの改修など、
公民館長の意見も参考にしながら進めており、本年度は４館の改修工事を行う予定です。

各館が発行している館報

★☆★☆ 公民館の人 ★☆★☆

型の工作ワークショップや授業のティーチングフォローを３年間で約３５０回行ってきました。
今年度からは公民館専門員として今までの活動を引き継ぎながら、様々な活動を行っています。
ワークショップをしていると「指導に来てほしい。」と依頼されているはずが、子どもたち

や先生方から教わることばかりです。明確な作品のゴールへこちらが導くというよりも活動を
通してどんな作品が出来上がるかを一緒に楽しんでいるという方が正しいかもしれません。
小さな活動ですが、地方でも子どもたちが芸術を志せる土壌づくりの一助になればと思って

活動しています。

公民館連絡協議会の様子

鏡野町
マスコットキャラクター

「みずりん」と「おゆりん」


